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 本論の主たる目的は、いくつかの SF 作品を紹介し、タイムトラベルの虚構に纏わる哲
学的な諸考察を織り交ぜつつ、これらのミステリーの分類学を提示することにある。そこ
で、まず第 1 節においては、ごく粗雑な仕方ではあるが、話題となる時間旅行の概念的明







































るように、時間 2の 1 時間に対













































































































説した哲学的な概念枠組みを自由に使い分けて、諸々の SF 作品を見ていきたいと思う。 
 






































































































































































































るといって、男性のジェーンを 1963 年のあの場所へと連れて行く。彼は 1963 年のジェー
ンと恋に落ち、彼女の母胎に生命が宿る。その数日後、再び現れたバーテンダーは、男性
のジェーンを航時局の一員とするため、共に 1985 年へと旅立つ。1970 年、コラムニスト
のジェーンに話しを持ちかけた、バーテンダーとは、航時局員となったジェーン自身だっ










































































































宿命論的色彩を帯びているのとは対称的に、E. ブレスと J. M. グラバー監督の『バタフラ
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